
トレーニングの必要性に
ついては、専門性と経験
値によって考え方に違い
がありました。

プログラミング言語固有のトレー
ニングで人気が高かったのは

Pythonで、回答者の��％が選択し
ましたが、重要な言語として上位の

選択肢に多く選ばれたのは、Cと
Javaでした。

回答者の��%が、今後、
セキュアなソフトウェア開発
において、イノベーションが

必要な注目分野は
AIとMLのセキュリティ
であると考えています。

回答者の��％が、サプライ 
チェーンのセキュリティは、
より一層の注力とイノベー
ションが必要な重要分野だ
と考えています。

セキュアなソフトウェア開発に
対する教育を充実させるため、
OpenSSFは新しいコースのト
ピックとしてセキュリティ アー
キテクチャーを選択しました。

プログラミング言語に依存しな
いコースとして人気があるコン
テンツは、セキュリティ アーキテ
クチャー（��％）、セキュリティ

教育とガイダンス（��％）、
セキュアな実装（��％）でした。

��％の専門家、特にシステム運
用担当者（��％）は、セキュアな
ソフトウェア開発に関するコース
を受講していません。その主な理
由は、優れたコースに関する認
識不足 (��%) です。

経験年数�年未満のソフト
ウェア開発者が最も知識
不足であると回答しまし
た（��％）。

ソフトウェア開発に直接
携わる専門家の��％が、
セキュアなソフトウェア開
発に関する知識が不足し
ています。

��％の専門家は、プログラミ
ング言語に依存しないコース
を非常に重要だと考えていま
す。一方、プログラミング言語
固有のコースについて��%の
専門家が重要視していました。

専門家の��%は、セキュアなソ
フトウェア開発の教材として実
務経験を重視していますが、知

識を習得するまでに�年以上
の実務経験が必要です。

専門家の��％が、セキュアな
ソフトウェア開発における主な

課題はトレーニング不足と考え
ており、特にデータサイエンス職

で顕著です（��％）。
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